
（２） 義務教育学校のタイプによる違い 

施設一体型 施設分離型 

校長 １名 学校ごと 

形態 １中学校に対して複数小学校でもよい 

就学指定 就学指定の対象  学校選択制の市区町村は現行通り 

学年 「４・３・２」「５・４」など学校が自由に設定 

カリキュラム ９年間で一貫。小中共通の特例教科 

メリット 懸念材料・課題 

カリキュラム 
○教育課程の特例を受けずに、教科の前倒しや

独自教科の実施ができる。 
○義務教育学校以外の教育課程特例 

人事 
○同校種になるため、実施授業時数を持授業時

数としてカウントできる可能性がある。 

 ※中学校教員の５・６年の授業をカウント 

【副校長の配置数】 

○一体型：配置数未定 

 分離型：学校数配置（小中１校ずつなら２名） 

【持ち時数の算出方法】 

○都の運用が未定 

２．義務教育学校導入のメリットや課題 
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